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新

社
会
時
題
と
な
っ
て
い
る
ご
み
の
噂
加
。
一
部
で
誌
、
ゴ
ミ
の
溜
盤
佑
と
資
源
の

再
利
用
地
を
す
る
だ
め
叩
年
前
か
ら
再
糞
譲
信
事
業
(
分
別
現
集
)
を
ス
タ
ー
ト
。

市
民
合
皆
さ
ん
の
協
力
で
、
ゴ
ミ
の
潔
葉
、
資
譲
冨
択
は
鰻
謂
巳
行
わ
れ
て
い
ま

す
。
心
フ
年
か
ら
は
、
新
定
に
事
業
系
の
ゴ
ミ
潔
翠
を
進
め
る
定
め
「
我
孫
子
工
コ
・

ワ
i
ク
卸
会
」
を
発
足
し
だ
り
、
コ
ン
ポ
ス
ト
〈
生
ゴ
ミ
路
理
器
)
購
入
補
助
部
震

も
は
じ
め
ま
し
た
。
舎
後
も
ゴ
ミ
の
減
露
、
議
諜
出
湾
期
利
用
を
行
っ
て
い
き
ま

す
の
で
、
階
段
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
騒
い
し
ま
す
。

マ
号

申
し
込
み
は
来
年
1
n
n
7
日
〈
火
〉

i
l
o
o
m門

v
申
込
方
法

所
定
の
申
込
用
紙

V新春マラソン大会議院

げ

の

な

い

人

本

小
嶋
ナ
ゑ
に
つ
い
て

は
保
籍
者
の
湾
怠
惑
を

提
出
し
た
人

※
フ
ァ
ミ
リ
i
の
蔀
は

親
1
人
と
ぞ
供
(
小
学

l
i
4
年
)
工
入
。

山
側
佑
一
争
議
は
、

協
力
で
紙
読
心
滋
ん
で
い

新
た
に
は
じ
め
た
卒
業
の
な
か

で
は
、
昨
年
凶
刃
に
ス
タ

i
ト
し

た
牛
乳
パ
ッ
ク
の
認
奴
は
今
年
設

日
J
に
な
り
そ
う
で
す
。
ま
た
、
生

ブ
ミ
処
桜
山
静
(
コ
ン
ポ
ス
ト
)
総
入

総
劫
樹
皮
に
よ
り
、
今
年
護
は
例

バ
情
ハ
H
V

ト
ン

い
ま
す

こ

こ

ミ

の

監

を

左

の

グ

ラ

フ

、

昭

和

前

年
度
の

1
万
8
9
4
6
J
に
誌
べ

(
教
育
委
員
会
体
育
謀
、
市
民

体
育
館
、
市
役
所
市
民
相
談
係
、

各
支
所
に
用
意
)
に
必
要
事
項

ト

1
・2
0
0
怖
の
地
加
心
抑
え
ら

れ
て
い
ま
す
。

一
方
、
一
争
議
系
の
ブ
ミ
は
、
近
専

の
好
景
気
や
事
務
の

O
A化
な
ど

か
ら
昭
和
印
年
度
3
9
3
0
J
に

対
し
、
平
成
2
年
度
8
6
3
4
J

と
2
・
2
倍
の
増
加
で
す
。

現
在
、
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
で

は
焼
却
炉
の
増
改
造
工
事
が
進
め

'ν 

境
保
全
の
閣
か
ら
も
ブ

焼
却
だ
け
に
頼
る
こ
と
誌
で
き
ま

せ
ん
。そ

こ
で
、
企
業
の
方
に
も
白
、
主

的
な
参
加
に
よ
る
資
源
屈
立
を
行

っ
て
い
た
だ
く
た
め
「
我
張
子
エ

ヲ
ワ
ー
ク
町
会
」
を
今
年
9
月
に

発
足
。
加
入
事
業
所
も
増
加
し
、
金

み、

ー
ν

こ
れ
か
ら
も
、
ゴ
ミ
の
減
泣
ル
川
、

資
憾
の
回
収
に
ご
協
力
を
お
穎
い

し
ま
す
。

話実践ゴミど者算機系ゴミの建

口宏彪ゴミ

劃慨糸ゴミ

2.57i 

12月23日(祝)
月曜・

※年始の家臨ゴミ i収集は、 1月 6S (月)の月

曜・木曜コ…スから平常どおり行います。ま

た、資i原由収および雑芥ゴミ収集は 1月7日

(火)からとなります。

*
 

詫
孫
子
工
コ
・
ワ
i
n
J顕
醤
に
珊
八
髭

我
孫
子
エ
コ
・
ワ
!
ク
町
会
は
、

潟
市
門
事
業
所
が
資
源
の
有
効
利
用

と
ゴ
ミ
の
減
致
を
す
る
た
め
発
足

し
、
今
年
日
月
1
白
か
ら
ス
タ
ー

ト
。
現
在
の
町
会
加
入
事
業
所
は

円
以
で
す
(
下
表
参
照
)
。

同
凶
設
は
Hn
隠
コ

i
ス
、
第
1
・3

金
曜
コ
ー
ス
、
第
2
・
4
金
附
コ
ー

ス
め

3
つ

ょっ

ル
ー
ト
に
の
っ
て

し
て
有
効
利
用
さ
れ
ま

す
。
ま
た
、
資
源
の
究
り
よ
げ
念

は
、
環
境
の
保
全
や
社
会
福
祉
等

み
く
だ
さ
い
o

v
問
い
合
わ
せ
我
孫
子
エ
コ
・

ワ
i
ク
町
会
事
務
局
(
ク
リ

i
ン

セ
ン
タ
ー
)
岱
(
幻
)
0
0
1
5

時
間
分

V
場
所

V
種

問

の

と

お

り

V
出
場
制
限

1
人
工
程
間
以
(
フ

ァ
ミ
リ

i
の
部
を
除
く
)

V
出
場
資
格
率
完
走

で
き
る
諮
カ
を
有
す
る

人
(
一
綾
の
部
は
お
ヘ

を
1
待
問
以
内
に
完
走

で
き
る
人
)

¥ 時ス間ター(午前ト} 事量 !隠 ~~灘(km)

1 1 5年生5母子の昔日 1.5 10‘00 

2 1 6年生1J:l子の部 1.5 10 : 10 

3 ファミ 1)…の部 1.5 g: 50 

A 中学生3母子(1 if.)め詰s 3.0 10: 40 

5 中学生5草子め若草 3.0 10 : 55 

li 一般(高校長官?む)1J:lぞf<7)事告 10.0 

7 一章受(il'lj校総合む) 1J:lcfの務 5.0 10: 50 

s 壮年(411 5.0 

jき 5年生女子のき五 1.5 10 : 20 

10 6.!字決余儀 〆ノモ諮 1.5 10 : 30 

11' 中学三色女子の若草 3.0 10: 4註

12 ー賞受(お校生会主j)女子のきs 10.0 

13 一般(泌校ゑf，ftd女子め若草 5.0 10 : 50 

14 壮年 (40級以上}女子の総 5.0 

こ
の
町
会
に
は
市
内
め
卒
業
所

で
あ
れ
ば
い
つ
で
も
加
入
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
の
で
、
お
取
し
込
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こ
の
誌
報
紙
誌
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す

対 女手反主主前
川核使享未のまι基公立え
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な
お
、
夜
間
救
急
縁
燃
の
当
番

患
は
、
ロ
月
間
山
口
M

か
ら
1
月
3
日

ま
で
の
問
、
テ
レ
ホ
ン
サ

i
ピ
ス

岱

1
1
4
1
で
も
お
一
知
ら
せ

-*・・・

•• 
年
末
は
泣

n
m門
ね
ま
で
。
年
始

は
1
月
4
阪
か
ら
で
す
。

品
ぷ
た
、
一
水
質
検
査
は
予
約
制
制
で

す
。
予
約
の
受
付
は
、
年
米
が
認
月

幻
日
ま
で
、
年
始
は
1
月
6
g
か

ら
で
す
。

V
問
い
合
わ
せ
給
保
盤
所

宮
(
釘

)
1
2
3
6

• 

き
な
ど
は
お
早
め
巴

事

時

四
月
却
円
か
ら

1
月
3
日
ま
で

の
間
関
に
繍
水
準
散
が
あ
り
ま
し
た

ら
、
家
殺
の
当
番
臼
勾
工
事
坊
へ

ご
迷
総
く
だ
さ
い
。

な
お
、
水
道
局
が
維
持
管
現
す

る
範
囲
と
所
有
殺
が
総
持
管
理
す

る
範
囲
は
下
臨
め
よ
う
に
な
っ
て

い
ま
す
。
メ
ー
タ
j
ょ
っ
上
流
部

〈
本
管
制
抑
留
A
)
は
左
記
工
事
窓
、

メ
ー
タ

i
よ
り
下
流
部
〈
喝
内
機

関
白

)
2安
議
…
付
し
た
工
事

岩
へ
修
械
を
依
頼
し
て
く
だ
さ

い
。
格
織
は
有
料
で
す
。

P
、
カ
ゼ
ッ
ト
の
返
却
は
本
館
、
分

館
と
も
で
き
ま
せ
ん
め
で
ご
性
意

く
だ
さ
い
。

。
市
民
体
育
館

年
来
試
立
問
バ
訂
臼
ま
で
。
年
始

は
1
月
5
8
か
ら
で
す
。

。
鳥
の
博
物
館

年
末
は
ロ
月
初
日
ま
で
。
年
始

は
1
月
m
b
門
ね
か
ら
で
す
。

。
つ
つ
じ
経

年
米
は
立
月
刊
ω
白
ま
で
。
年
仏
関

は
1
月
4
尽
か
ら
で
ナ

0

0
中
央
公
民
館

年
米
は
四
月
初
ω
円
む
ま
で
。
年
始

は
工
問
バ
ア
臼
か
ら
で
す
。

。
常
民
会
舘

年
米
は
ロ
月
訂
8
4ぷ
で
。
年
始

は
1
月
5
日
か
ら
で
す
。

。
近
隣
セ
ン
タ
i
-
市
民
セ
ン

タ

;年
米
は
認
月
お
日
ま
一

は
1
月
S
B
か
ら
で
す
。

な
お
、

…p
の
近
隣
セ
ン
タ
!
辻
、
一
部
清

掃
業
務
が
は
い
る
た
め
、
利
用
者

の
方
は
、
説
接
近
隣
セ
ン
タ

i
に

電
献
し
線
認
し
て
く
だ
さ
い
。

年
末
年
総
合
鱗
蹄
繍
内
夜
い
定
し
ま
す
。
放
は
か
と
お

わ
疋
だ
し
い
年
来
、
市
役
所
窓
口
も
お
日
程
灘
留
る
と
大

変
麗
み
合
い
ま
す
。
必
要
盤
識
や
腐
出
窓
ど
の
替
手
続
き

は
、
思
め
に
済
ぎ
さ
れ
る
よ
う
部
醐
い
し
ま
す
。
な
拐
、
市

役
一
般
諮
癌
設
の
電
話
器
器
は
、

4
踏
む
掲
載
レ
て
お
り
ま

す
の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

。
休
日
救
急
設
科
斡
機
所

d

V
期
間
四
月
初
日
か
ら
工
月
5

5
ま
で

V
時

期

午

前

9
時
か
ら
日
時
給

分V
場
所
川
市
開
民
会
競
2
階

V
注
意
保
険
統
と
訟
諜
代
金
は

忘
れ
ず
に
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

V
問
い
合
わ
せ
休
日
救
急
激
料

紛
糾
相
続
怨
(
心
的

)
1
3
1
1

の
午
前
問
中
)

水道馬の管理(詔A)

観

-
休
日
当
番
臨

年
求
年
始
の
日
曜
日
休
日
当
番

監
は
(
左
表
〕
め
と
お
り
で
す
。

診
掠
時
間
は
、
い
ず
れ
も
午
前

9
件
付
か
ら
午
後
5
時
ま
で
で
す
。

ロ
悶
バ
認
門
ね
か
ら
1
月

3
nま
で

の
閥
、
死
亡
患
の
受
醜
お
よ
び
死

体
問
火
葬
許
可
証
は
、
本
庁
地
階

の
守
橋
窓
一
で
、
取
り
扱
い
ま
す
。

な
お
、
来
施
中
部
地
涯
総
合
鰯
・

発
事
務
総
合
火
葬
場
「
み
だ
ま
苑
い

{
柏
市
布
絡
)
は
、

1
月
1
閃
か
ら

3
日
ま
で
休
み

‘ 議
;12月25臼(水〉法令 1fl 8日(水)から 135
削 16日{月〉まで 1月6EI (防省ら義

|管
1 fl 6日(月}から l

噛

lfl9E1(木)から

童三水*霊安

年
米
は
ロ
同
九
訂
臼
ま
で

以
1
月
4
日

ま
す
。

我孫子185ト1

tt82-8166 

後孫子地区 [ 湖 北 崎 俊 治 区

12・29 防活村設備|赤塚殺鎖倒

(削 tt(82)5 3 9 4 I公 (89)1 0 2 8 

櫛綴岸設備工業(紛阿国設備工業;

渡辺設綴之さ設備) I僚jウォータ…スブライト

霊堂(82)7 0 2 0 tt (83) 2 2 4 5 

布佐2195

まま89-1111

ロ年末年始議本当番底口

まま(82)3 9 4 0 まま(88)2 5 3 6 

=8曜・休日当番医口

! 12月19EI (木〉まで

. 12月26H (木)まで

(我孫子・ i務ゴヒ・子市{主地区)

総我孫子メンテナンス

* 

まま(82)5 9 9 5 

我孫子 l

内科・外科
J1!:邦病院:

内科・外科

2容

一令=

。
市
民
態
書
館

本
館
、
分
館
と
も
年
米
は
臼
月

刊山

g
ま
で
。
年
始
は
1
R
7
8
か

勝内線議検査

不婆?と引取

([). 

キ良

l事 1
1祝)

1 ・2
I (木)

I 1・3

務

12‘30 

{月)

12・31

(火)

1・3

(金)

1Ia 

(合)

7k 

新
本
小
学
擦
が
保
健
体
育

で

沼
ふ
れ
あ
い
清
揮
行
わ
れ
る

手

の
方
に
対
し
て
は
、
現
行
ど
お
り
、

2
か
月
を
限
度
と
し
て
、

z
mに

つ
き
3
0
0
河
に
減
額
が
殺
げ
ら

れ
て
い
ま
す
。

該
当
す
る
方
は
、
減
額
認
定
め

市
中
約
を
し
て
く
却
さ
い
。

V
問
問
い
合
わ
せ
高
齢
者
一
鵠
社
淑

日

来

年

1
月

1
日
か

ら

11 

校

手
賀
沼
周
辺
に
5
3
5
同
の
ゴ
ミ

大
井
市
長
す
り
参
加
し
、
泊
め
浄

化
へ
の
協
力
を
川
町
び
か
け
て
い

負
担
金
制
度
の
見
液
し
に
つ
い
て

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

つ
い
て
辻
今
ま
で
の
医
牒
保
殺
か

ら
切
り
離
さ
れ
て
「
恋
人
保
健
」
で

毘
療
機
関
に
か
か
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。人

口
め
高
齢
北
が
急
速
に
進
む

な
か
で
、
老
人
塁
線
質
的
域
加
は

脱
け
ら
れ
ず
、
老
人
阪
縦
波
は
、
協

や
県
、
市
の
負
担
金
を
は
じ
め
、
国

民
鑓
康
保
険
、
社
会
出
開
設
な
ど
の

各
保
総
務
が
負
訊
し
て
い
ま
す
。

ニ
め
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
、

制
肢
の
長
期
的
安
定
令
関
る
た
め
、

老
人
保
健
法
の
…
部
が
改
正
さ
れ

ま
す
。

老

人

保

鍵

Z
つ
い
て

|

1

1

*

I

l

i

-

-

本
格
的
な
高
約
部
社
会
に
向
け

て
、
み
な
さ
ん
が
強
や
か
で
安
心

し
て
高
齢
期
を
過
ご
す
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
、
老
人
保
俄
・
践
療
必

ょ
が
一
組
授
に
演
す
る
総
合
的
な
施

策
の
充
実
を
図
る
こ
と
が
、
武
要

な
諜
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

現
夜
、
悶
民
館
康
保
険
や
社
会

保
険
な
ど
の
各
税
保
険
心
加
入
し

て
い
て
も
mw
歳

は
出
歳
以
上
)

チ
青
年
会
議
所
、

守
る
会
、
ふ
れ
あ
い
手
賀
沼
の
会

な
ど
の
協
力
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
消
捕
は
、
水
め
大
切
窓

会
一
件
総
説
し
、
水
質
ゆ
化
へ
の

輪
を
広
げ
、
合
し
で
も
か
つ
て

の
炎
し
い
チ
究
協
を
取
り
戻
そ

う
と
従
姉
さ
れ
た
も
の
。

当
日
は
、
快
晴
の
な
か
、
協
力

関
体
や
一
般
の
親
子
連
れ
な
ど

約
2
5
0
人
が
品
物
加
。
午
前
9

時
か
ら
や
資
諮
公
開
多
目
的
広

場
で
、
行
わ
れ
た
開
会
式
に
は
、

五
月
口
H

口

第

加

盟

会

麗

学
校
体
山
村
M
m
党
大
会
が
大
分
県
大

分
市
で
行
わ
れ
、
新
木
小
学
校
が

会
関
保
健
体
育
優
良
授
の
淡
彬
を

受
け
ま
し
た
。
市
内
小
学
校
で
の

会
冨
表
彰
は
、
新
木
小
が
初
め
て
。

昭
和
路
年
め
将
校
以
来
、
体
育

を
中
心
心
撚
導
方
法
の
研
究
を
治

め
、
特
に
「
持
械
体
操
い
の
分
野
で
、

ず
ッ
ト
、
と
ぴ
箱
、
鉄
憾
な
ど
の
指

導
や
技
部
閉
め
向
上
心
工
夫
を
こ
ら

し
ま
し
た
ω

そ
の
結
来
、
子
ど
も
壌

は
、
欣
州
側
殺
や
休
み
時
間
な
ど
そ

俊
っ
側
々
の
諜
態
解
決
め
た

日刊バ
1
臼
(
臼
)
、

判
以
前
ふ
れ
あ
い
消
扮
が
、

め
に
仲
間
と
協
力
し
あ
い
、
相
械

的
に
練
習
に
取
り
組
む
よ
吻
つ
に
な

り
ま
し
た
。

昭
和
初
年
、
小
ゅ
の
体
育
研
究
学

校
の
指
定
を
う
け
‘
臼
年
に
は
文

部
省
か
ら
体
力
づ
く
り
掛
川
滋
悦
め

指
定
を
受
け
る
な
ど
体
育
治
動
的

成
間
取
が
認
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。

ま
た
、
日
バ
竹
山
日
(
水
)
千
葉
県

学
校
体
育
研
党
大
会
が
松
川
崎
町
で

行
わ
れ
、
叫
州
北
小
学
校
が
県
学
校

体
育
鋭
良
校
に
、
技
孫
子
第
三
小

学
校
練
哲
也
校
長
が
係
学
校
体
育

功
労
者
の
淡
絡
会
長
け
ま
し
た
。

参
加
者
は
、

め
M
m
予
を
か
ぶ
り
、
時
開
部
続
出

地
先
と
予
れ
大
続
方
削
に
分
か

れ
消
抑
合
同
開
始
ぉ
わ
ず
か

1
時

間
部
分
的
問
に
、

5
3
0
k
f
ロ

グ
ラ
ム
め
ア
キ
缶
や
ピ
ン
を
扮

い
抑
制
め
ま
し
た
。

ま
た
、
治
結
後
公
倒
内
で
沼

の
浄
化
念
願
円
程
魚
の
故
流

っ
た
り
、
手
賀
沼
そ
紛

一

部

負

担

金

一

の

波

正

/

t

i

-

-

*

;

i

l

 

来
年
1
月
1
白
か
ら
、
老
人
間
味

健
め
…
部
品
凡
扮
金
(
下
捜
参
撚
〉
が

政
立
さ
れ
、
外
来
の
場
合
が
令
月

の
殻
初
の
診
療
お
に

9
0
0円、

入
院
の
場
合
が
エ
際
に
つ
き
6
0

0
m門
と
な
り
ま
す
。

た
だ
し
、
入
院
時
一
部
負
強
食

に
つ
い
て
、
市
民
税
非
総
税
役
替

に
脱
す
る
老
齢
一
機
社
年
金
受
給
者

改正後

1 B 
600丹

改疋欝

入院:

:外来

第819零

恋
人
臣
揮
授
の
…
部
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ご
」
ん
な
こ
と
、
あ
っ
て
い
い
ん

で
し
ょ
う
か
。
松
山
じ
ら
れ
な
い
感

じ
で
す
」
と
弱
体
初
出
場
、
初
鑑
勝

の
h
A
M

び
と
枇
ぬ
き
を
隠
せ
な
い
。

第
M
w
m
出
密
民
体
育
大
会
卓
球
女

子
成
年

2
部
は
、
石
川
添
七
時
略
前
町

で
訪
問
バ
拾
お
か
ら
げ
け
ぬ
ま
で
行
わ

れ
た
り
試
合
彰
式
は
間
枠
戦
全
シ

ン
グ
ル
ス
。
子
議
終
チ

i
ム
の
メ

ン
パ

i
は
、
玉
川
崎
ぜ
ん
、
小
泌
さ
ん

〈
如
柏
市
)
、
古
川
さ
ん
(
松
戸
市
)
。
勝

敗
は
3
試
合
先
取
で
行
わ
れ
た
。

決
勝
戦
め
抑
制
ヂ
は
熊
本
係
。
紙
一

(3) 1991.12. 16 一一、-

我
が
関
に
は
現
夜
、
ロ
ー
ン
や

ク
レ
ジ
ッ
ト
が
氾
抗
し
て
い
ま

す
。
ク
レ
ジ
ソ
ト
カ
!
ド
の
発
行

枚
数
は
1
偲
6
0
0
0
万
伎
を
突

破
し
、
間
切
符
一
引
用
組
業
は
訂
兆

川
疎
地
と
な
り
、
ま
す
ま
す
肥
大

化
し
つ
つ
あ
り
ま
す
の

こ
の
よ
う
な
状
況
の
小
で
、
多

滋
一
償
務
者
や
カ

i
ド
結
成
に
賂
る

利
用
者
も
急
増
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
カ
ー
ド
の
脱
出
難
、
紛
失
な
ど
む

よ
る
不
正
使
用
ト
ラ
ブ
ル
、
似
感

情

報

ん

な

ど

も

も
立
対
ロ
と
リ

i
ド
さ
れ
た
。

「
カ
メ
ラ
マ
ン
が
熊
本
県
の
ベ

ン
チ
の
方
に
移
動
す
る
の
が
み
え

た
ん
で
す
。
そ
れ
だ
け
冷
静
だ
っ

た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
こ
の
夜
d

後
に
祐
一
学
が

2
つ
続
け
て
ミ
ス
を

し
た
ん
で
す
。
こ
れ
で
、
い
け
る
と

のつ

結
局
、
第
2
セ
ッ
ト
を
逆
転
で

も
の
に
し
、
続
く
第
3
セ
ッ
ト
は

「
ア
レ
ッ
」
と
い
う
感
じ
で
幻
対

ロ
で
圧
勝
し
た
。

「
勝
悶
は
チ
ム
ワ
ー
ク
。
他
の

メ
ン
バ
ー
が
私
の
悦
絡
を
知
っ
て

い
て
、
の
せ
ら
れ
た
と
い
う
感
じ

で
す
ね
」
と
笑
う
。

第46関関民体宵大会卓球女子

成年 2部初出場で初健勝した

玉川千賀子さん

ク
レ
ジ
ッ
ト
に
践
す
る
知
識
を
帯

、
え
て
、
自
分
の
生
活
を
自
衛
し
て

い
く
必
裂
が
あ
り
ま
す
。

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ

i
ド
を
訓
利
用
す

る
場
合
、
そ
れ
は
。
借
金
。
を
す
る

の
と
鰐
じ
で
カ

i
ド
辻
決
し
て

ス
チ
ッ
ク
?

小
づ

ク

レ

ジ

ッ

ト

カ

ー

ド

を

利
用
す
る
場
合
の
注
意
点

告
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ

i
ド
の
会
員
鋭

約
を
よ
く
読
ん
で
、
十
分
立
灘
解

し
て
お
く
。

@
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
の
キ
ヤ
ツ

ス々
i
o

シ
ン
グ
め
科
息
は
、

i
お
%
伎
の
と
こ
ろ
が
多
く
、
サ

ラ
金
の
大
手
数
意
な
み
の
高
金
制
杓

で
あ
る
こ
と
に
注
意
。

金
品
M
iド
を
多
く
持
っ
て
い
る
と

管
理
が
大
変
で
、
ト
ラ
ブ
ル
に
巻

き
込
ま
れ
る
一
句
詫
性
も
お
い
。
ま

た
、
持
っ
て
い
る
だ
け
で
年
会
費

や
保
験
料
が
か
か
る
。

ム
ゲ

i
ド
の
紛
失
、
滋
難
民
よ
り
不

正
使
賭
さ
れ
た
り
、
カ
ー
ド
を
他

人
に
貸
し
て
使
用
さ
れ
た
よ
う
な

場
合
辻
、
原
則
別
と
し
て
カ
!
ド
保

有
者
が
支
払
韓
務
を
魚
、
っ
。
カ
ー

ド
の
管
寝
に
は
、
十
分
住
窓
す
る
。

@
支
払
い
日
に
遅
れ
る
と
高
い
砥

滋
料
(
遅
慈
損
害
金
)
を
と
ら
れ
る

の
で
、
支
払
い
日
を
必
ず
チ
ェ
ッ

ク
し
て
お
く
。

寄
カ

i
ド
利
患
の
際
は
、
伝
諜
を

保
存
し
て
お
き
、
カ
i
ド
会
社
か

ら
の
前
求
書
と
伝
擦
を
照
合
し
チ

ェ
ッ
ク
す
る
。

⑦
カ

i
ド
を
持
っ
て
い
る
と
つ
い

災
い
物
を
し
過
ぎ
る
こ
と
が
あ
る

の
で
、
今
本
当
に
必
要
な
も
の
か

よ
く
考
え
て
買
う
。
(
く
ら
し
の
一
足

知
識
よ
り
)

V
問
い
合
わ
せ

費
生
活
係

市
民
生
活
課
消

親
と
子
A
W

み
れ
あ
い
ν
教
墜

「
裁
と
ツ
ア
の
ふ
れ
あ
い

教
室
」
で
は
、
今
年
も
恒
例

め
グ
冬
め
足
一
線
綴
鎖
的
タ

V
内
容

騒
観
的
明
、

V
募
集
人
員

胤
)

死
体
相
一
一
一
球
鋭
に
よ
る
媛
一

早
兇
表
の
伸
成

親
子
叩
組

V
参
加
焚

V
鵜

脚

氏

・

V
-申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

の串告
6日から31日期間は平成 4年 1月

税
条
例
に
よ
り
過
料
が
科
祭
れ
る

る
。
こ
の
花
の
色
は
花
び
ら
の

色
で
な
く
、
「
が
く
」
の
色
で
あ

る。

バ
品
か
な
る
水
め

も
な
し

4こえこ る
色ミート o 

fナゾ…
し、 1メ
てパ
美

穿主
詰ζ誌
f~α ハ
g 設会

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

償
却
却
資
産
と
は
、
土
地
及
び
家

屋
以
外
の
卒
業
の
潟
に
熱
す
る
こ

と
が
で
き
る
資
産
(
鉱
業
権
、
漁
業

権
、
特
許
権
、
そ
の
惣
の
無
形
減
領

償
却
資
産
を
徐
く
)
で
、
そ
の
減
鋸

償
却
額
ま
た
は
滅
銭
器
部
授
が
、

法
人
税
法
ま
た
は
所
得
税
法
の
裁

定
に
よ
る
所
得
の
計
算
上
担
税
金
ま

た
は
必
要
な
経
殺
に
算
入
さ
れ
る

も
の
(
こ
れ
に
類
す
る
資
産
で
法

人
税
ま
た
詰
所
得
税
を
議
さ
れ
な

い
者
が
所
有
す
る
も
の
を
含
む
)

を
い
い
ま
す
。
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怖

ねもと さ き

根本沙紀ちゃん
(中時・ 1裁?か月)

平成3年12丹 f日現苔 *世帯叡39.766t立帯
人口121.953人男61パ85人女60.768人

@市役所本庁 85-竹竹 @市民溜緩鰭本鑓84-1110 滋花台

@つくし野支所 84-8801 分露87…30;35 干行使分館89-1311
@湖北台支所 88-0828 移動認審鰭 87叩 0909
。湖北支所 88…21竹 @都市改造事務所 85一行71
唱静干行使支所 S喜一2358 8身体薄審議福従センタ… 88-0141
.葬祭祷援策会 85一竹町 @あらさ圏 88-4188
@水道局 84-0111 8つつじ荘 88-0123
8;i肖 務 署警 84-01'19 曜量生活燃機諜〈浄化簿)87-2379 

!8少ままセンター 84-19槌 〈ゴミ)87-0015(し尿〉館一2547
• .保健センタ… 87一行31 8干行使褐近隣センタ… 89-3740
@汚 民 会 館 84-33竹 @天王台北近燐センター 82-9988
@中央公民館 82-05句 @根戸近幾センタ… 83-5363
@腐の博物館 85-22守2 .市民センター芳郎-7722 灘北

@市民体湾箆 87-竹55 合88-9927 布使館一行総

義務子市民フィル
知器市民コンサート

オーケストラで綴る音楽史者をお

楽しみくださ5い。

b巴時 12湾228(自〉午後 2時鵠

演〈入場料800丹〉
砂場所信宗会舘

炉問い合わせ我孫子市民フィル

竹内まま(84)0239(午蔀叩日努力ら午

後 8鍔〉

;スキー講習会主設部テストl
...s持 平成4宝泰守用24日〈金〉か

ら27日〈珂〉
惨場所群馬県片罰高原スキー議

惨集合 24岱〈金〉午後s誇30分市

役所本鑓正面玄関節

※駐主義場ガありきませんので、霊祭で

のあ鑓しはど遠慮<ださい。

ー除去を澱 40名〈先慈i演〉

券会費 3万3000侍

b申し込み・鱒い合わせ往復八

ガキlこ住所、氏名、年齢、性器、電

蹄揺さ号、貸しスキー精緩め方は身

長、定oサイズ、門用スキー務習

会希婆Jを明記し、8W2の 5の23
aEE方我孫子スキークラブ事務間

合 (82)0927へ

!赤米の講演会と融会!
炉問時 12月22ヨ〈日〉午前知蒋

ー砂場所 手翼沼親7.1<.工広場水の鯖研

修室さ〈入綴無業主D

炉内容奈良時代から活わる赤米

についての講演と誤食会

券鱒い合わせ濁北援会媛努まま

(88)0001 

l今、J投フ ォ ーラム 1

詰 AT SU  D O. 
21世紀を窓認し、女性iこ関する

さ5家ざまな問題や設癒を替えてみ

淡なんか。

努自締 平成41:手?月25日〈土〉午

前10時から午後3時〈入場無料〉

炉湯所総津市民会館

勘定員 1200名〈先繍順〉

...内容基調講演、パネルディス

カッションなど

惨を殺し込み・問い合わせ 燦湾少

年篤人課怨0472(23)2061ヘ

清水臨明講演会l
テレピゃうジズ、オートバイレ

ーサーとして活躍している潜水盟

関さんの講演と臨画です。

簸警察替の方も気懇iこ参加できる

態勢そ慾えています。盤常宅密も機

害者も一緒!こ誌を艶きませんか。

診日時 平成ヰまとT用叩巴〈自〉縄

場正午、開演午後 1!蒋

帳場所需民会舘〈入場無料、整理

券は住持168より鹿市〉

砂内容講演 r8耐への挑戦心映

器 f兜支援 8H-2/1000secJ 
...繋潔券配布場所市役所本摺、

受所、近瀦センター句、市民図醤鶴、

中央公民建、市民会館内売le5

炉問い合おせ こすもす舎くつく

ばぬ作祭所内〉まま(88)7594(C宇都9

時~午後ら時〉、石111ままく89)0147

〈午後 S 時~9 時〉

国噛a~
|臨時職員i
市内公溺の際競やせんでいなど

の作業夜、手{去ってくれる方を募

集します。

少数務待問午前8時30分から午

後 5時〈土曜は午後G持部分霊長で〉

給資金日給6200円〈透勤手当は

55U途支給、湾総休蝦笥り〉

b採用期間平成ヰ年T月告白か

ら 31=ヨ318
惨事し込み・問い合わせ鍵謹議、

緩緩診断醤を持参し鐙援公関線地

譲公額係ヘ

i東葛中部揺をE総合
i開発事務線合職員:

我孫子市はじめ2市 1f切で設げ

ている東葛中部地区総合開発事務

総合では、平成4王手4時?窃採用

予定の務総薄弱者更生筋設みどり

霞;こ勤務する職員ぞ募集しぎすo

'深潟織穫祭活指導員・生活指

導補勤員-

傍受付期間 12鍔21日〈土〉から平

成 4年?月17自〈金〉き択で

惨試験自 平成4王手T時208C鰐〉
降車し込み・鰐い合わせ繋灘中

部抱区総合開発事務総合〈治市役

所内〉霊堂(64)5251へ

教育委員会開催

?議黒諜脊専門学院
惨受験資裕 高校卒業家主主は高校

卒業見込みの方

紗募集入車霊 祭?を挙制。名

傍受灼期間 平成ヰ主主T用羽田か

ら3'lfヨ霊祭で〈慾送の場合31臼必轡〉

砂霊式験田 平成 4年 2月う28

(7Jく). 13由〈木〉

炉E伊し込み・問い合わせ 察保育

専拷学緯〈干葉市花額お111)fi

0472(63)5531へ。なさき、案内欝考察の

怒送後符認する場合le主、120円切手

と返信用部鈎を周到のうえ間学務

ヘ

「 放 送 大 学 E 
恕送大学では、平成ヰまとき愛第?

学織の学生そ募集しぎす。

b募集人員制送緩修生0000レU、

選科履修生，料a履修さ主(1]ラ入〉

韓併出願期F良 平成ヰ年2月158

惨餓饗の務求・問い合わゼハガ

キでヂ260午霊祭市若葉2O竹股滋

大学本部公0472く76)51竹へ

a wt;)日
記生 J 謹1鯨宣言f掻援 I之係
各フコンュケート調査

市 でl法、市在a1乙区域内線地で生

産緑地指定の罫積要件がある方宅

対象I;::Pンケート調震を行い、生

産緩文芸指定後希望する方iこIel:，現

在密談を庁ってい家宅:)0

またす、戸ンケート議資表そ提出

されていない方で、生産緑地指定

を希望する方i乱調査設をきさ愈緩

出してくだ2さい。

炉問い合わせ都市街箇諜計器系

I12R分の水遊撃金
口 E華麗替日む、 置 i

水道料金の口座振替忠弘信用

25告(25日ガ金滋機興定休日の場

合i手、翌担蛍繁昌〉です刀、 12月分の

口正医療主主日は24日〈火〉になりま

す。なお、51慈し金額{別2月上匂!こ

お渡し務みの「上下水滋ご使期盤

でご確認く支ささきし¥0

.除問い合わせ水道恵経営管頭線

jωのき穫しい人だちがおりな

す、愛と友構の物語。小学生か

ら大人まで凝しめる、すてき

なミューヲカルです。

炉問符 12侍23巴〈続〉第?翻

午前何時間演、第2悶午後T
時30分間演

炉入場料 8ooF9(全席闘部〉、

1500的〈親子券〉

炉問l，¥合おせ社会教青課

fi(85)竹51

砂会議第f穣午禁察管工事会館、

第 3. 5穫午葉県自治会舘

b受性期限 12持20包〈金〉まで

砂申し込み鵜鈴本部予防課にあ

る串務欝類!こn診察事演を記入し、

午 280午葉市末広2の仰の Tウクボ

ピJレ得手築察縄開設鋳安全協会へ

併問い合わせ消陪本部予絶縁怨

(84)01怜

鱒
灘
旬
月

116問
"'1自@Gごと得5提出費き?吉良"Eンタ-9・00---15“∞
『消費生活稽談宮市民栂桜劉0:0ト15:∞
u"r:官民慰霊鐙徐霊童 ar織の1稼物然体s "つつじiEE休館

1991繍 12.16 (4) 

内総力一問答、 12月208から25

8の間に新開折り込みで、各家騒

iこ配布しを安す。

なお、市役所市民諜窓口、支所、

行政連絡所iこも綴いでありますの

で、ご利罵くださ(;.¥0

炉問い合わせ公趨緑地隷

⑧⑧⑪⑧⑧  
。クリーンぜフフ我採ミテ〈我孫子部

鍵業協同組合総務所〉利用のお客

様から、社会選祉施設製備護金!こ

と5072向の懇話がありぎした。

。我孫子措翻るい社会づくり緩滋

窃議会様から社会禄祉施設整僑纂

金iこと、産業霊長つり緩綴患での収

益金3万5002円の管庁丈:1a怒りぎし

足。

。二階怠幼稚冨父宙の会様から役

会福祉部設整矯護金|こと、バザー

の収益金27:ラ9942内の容器ガあり

ましだ。

。我孫子市北郡地蛾文記祭実行委

策会議からパザ…の売上げ金を社

会復祉施設整鋳護金iごと 17ヲ75∞
問、総の基金!こと?万7971内の霊安

倍がおりを費した。

111九州像機宮市良相談窓仰がら嫡稲程度
[J ./'-つつじ続休館

118水

119本

2QD金

21l土

ぜ消室電気詩話相絞=市民本塁談室10:∞~15:00

wま手金相監~=lf.i民害事裁察知:00-15:∞
柑健康相談=つつしよ霊1'11:∞-12:∞

明税務得意炎口市民相談室10:00-15:00C予約制〕

.，..~要望撃事豊富炉翼手市民センターさ:3ト11:30
t 少年の臼

v法浮季絶き炎=f笥良相被援9:∞から先毒劇03緩控室
市水量華料金納入期限$予員会む差益鍍答包
官僚主主5塁審飽旅館 "'"R撃の襲撃務総体重富

ず潟疑念)5栂股=lf.i.ê主婦塁盗塁譲位∞~15:∞
rアルコール家族書聖書~=天主台湾ま官官官13:30~16:00
""R患の燃物館休館

24火

25水

26木

21金

28土

rrr信E.il密警警箆休鐙

常務祭器喜怒館休館
ず燃の湾事態慾休館
『務民宇幹事警餓休館

ー~8鍔 旬開26日〈木〉午後3時 I 1手、密室示 T用 18現夜で選喜多人名

惨場所 教育委員会会議霊祭 j簿へお霊童載慰讃ガ必要で主主。

砂問い合わせ 毅湾祭録会総務課; 申謂惑は幾家総合長を通じて配

;布しぎすが、患かない場合iel:農業

議員会事務愚ヘご灘絡ください。

砂資格翠和平年4月 T

生霊長れたすお内在住の万で、 107フー

Jレ以上の線地を新乍している方。

または、その悶患の親族で年間

608以上耕作!と従事している方。

韓併申請期限 平成4まとT舟10Eさま

では腿家総合長へ

砂問い合わせ 農業委員会泰務局

iヱ業読計調査!こご献をl
この謂震は、塁製造業!こ題する事

言葉所を対象lこ盛年12待出日現在で

待うものです。

12岡下旬までに鑓査員が、各慈

雲業所!こお母いしますので、ご協力

をお願いしさ貨です。

砂脅し1合わt主文磯隷統計係

l浩路設備士講習会l
v務警護区分・包程


